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Ⅱ　

施
策
の
概
要

　

次
に
、
令
和
２
年
度
に
お
け
る
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
、
村
民
の
求
め
る
将
来
像

に
沿
っ
て
、
基
本
姿
勢
と
主
な
施
策
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
に
、≪

住
民
主
導≫

〝
住
民
主
導

の
村
行
政
〟
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
国
家
財
政
の
危

機
的
状
況
な
ど
、
社
会
経
済
に
大
き
な
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

地
方
自
治
体
が
分
権
の
担
い
手
と
し
て
改

革
の
道
を
自
ら
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、

つ
ま
り
地
方
が
自
ら
知
恵
と
力
で
地
域
を

運
営
す
る
と
い
う
、
自
立
性
の
高
い
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
村
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域

の
振
興
に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
か
を
判

断
し
な
が
ら
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
意
思
が
行
政
計

画
、
ま
た
は
行
政
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

中
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
村
民
自
ら
の
力
で

実
現
し
て
い
く
、
住
民
主
導
型
の
意
思
決

定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

１　

村
民
の
主
体
的
な
村
づ
く
り
の
仕
組

み
の
整
備

　

村
民
が
求
め
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
村
民
の
求
め
る
「
心
豊
か
な
望
ま
し

い
環
境
づ
く
り
」
と
「
自
ら
の
心
を
豊

か
に
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
、
村
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の
促
進
と

そ
の
取
り
組
に
つ
い
て
、
人
的
・
財
政
的

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
主
導

の
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
育

か
し
た
村
づ
く
り
な
ど
、
一
定
の
成
果
を

収
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
時
限
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
振
興
計
画
を
見

据
え
て
、
新
た
な
事
業
の
構
築
や
見
直
し

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
も
「
地
域
の
公

共
性
を
自
ら
の
意
思
で
担
う
」
を
基
本
理

念
に
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
効
率
的
な
行
財
政
体
制
を
整
備
し
、
ま

た
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
議

会
と
行
政
の
連
携
を
緊
密
に
し
な
が
ら
地

方
自
治
の
本
旨
を
尊
重
し
村
の
振
興
発
展

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
平
成
31
年
度
（
令
和

元
年
）
に
於
い
て
、
村
職
員
に
よ
る
不
祥

事
等
が
発
生
た
こ
と
は
、
責
任
者
と
し
て

痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
伊
平
屋
村
議

会
及
び
村
民
か
ら
頂
い
た
𠮟
咤
激
励
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
様
対
策
を
講
じ
、
ま
た
職
員
一

人
一
人
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
村
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

人
は
誰
で
も
人
生
と
い
う
マ
ウ
ン
ド
に

立
っ
て
い
る
。
私
も
村
長
と
い
う
マ
ウ
ン

ド
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
マ
ウ
ン
ド
で
村

民
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
、
今
自
ら
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
村
民
の
た
め
に
汗

を
か
く
こ
と
を
実
践
し
た
い
。

「
伊い

平へ

屋や

島じ
ま

に
生う
ま

り　

結む
し

で
ち
ゃ
る
心
く
く
る

　

仲し
ん
か間
肝ち
む

染す

み
て　

世か

果ふ

ー報
花ば
な

咲さ

か
さ
」

の
思
い
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

衛
生
、
環
境
、
海
と
空
の
二
大
交
通
網
の

整
備
等
、
各
分
野
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　
「
観
光
交
流
産
業
の
総
合
窓
口
」
と
し

て
平
成
27
年
に
「
伊
平
屋
島
観
光
協
会
」

が
設
立
さ
れ
、
民
泊
事
業
や
島
あ
っ
ち
ぃ

事
業
な
ど
、
観
光
客
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
着
実
に
そ
の
成
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
商
工
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
誘
客
活
動
支
援
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

住
民
福
祉
で
は
、
伊
平
屋
保
育
所
及
び

高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
（
と
ら
ず
園
）
の
機

能
強
化
に
努
め
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
な
組
織
体
制
の
充
実

を
図
り
、
心
の
ケ
ア
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
村
づ
く
り
の
基
本
方

針
で
あ
る
「
生
き
る
幸
せ
が
実
感
で
き
る

島
」
実
現
の
た
め
、
引
き
続
き
村
民
の
声

を
行
政
に
反
映
出
来
る
よ
う
施
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。村
民
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、

元
気
な
村
づ
く
り
は
実
現
出
来
ま
せ
ん
。

「
健
康
長
寿
村
・
い
へ
や
」
は
、
村
民
一

人
一
人
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
幸
せ
な

状
態
（
健
倖
；
け
ん
こ
う
）
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な

施
策
・
環
境
づ
く
り
を
更
に
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

近
年
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
包
括
的

な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
た
め
に
も
、
保
健
予
防
の
視
点
か
ら

の
事
業
計
画
及
び
医
療
費
・
介
護
給
付
費

の
削
減
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
障
害
者
福
祉

施
設
（
Ｂ
型
作
業
所
）
の
建
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
推
進
に
つ
い
て
も
村
総
合
計

画
と
基
づ
き
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
部
基
幹
病
院
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
県
立
北
部
病
院
、
北
部
地
区
医
師

会
病
院
の
統
合
問
題
な
ど
の
課
題
は
あ
る

も
の
の
、
県
の
指
導
の
も
と
着
々
と
進
展

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
「
北
部
基
幹
病

院
の
基
本
的
枠
組
み
に
関
す
る
合
意
書

案
」
に
対
し
て
、
北
部
12
市
町
村
全
て
が

合
意
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
合
意
書
案

を
早
急
に
締
結
す
る
よ
う
、
県
に
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。
去
っ
た
２
月
13
日
、
北

部
市
町
村
会
議
会
で
、
県
知
事
、
県
議
会

議
長
に
早
急
に
実
現
を
図
る
よ
う
要
請
行

動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、「
第
四
次

伊
平
屋
村
総
合
計
画
」
を
基
に
村
民
の
融

和
を
図
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
村
が
目

指
す
将
来
像
「
島
に
住
む
幸
せ
、
島
で
働

く
笑
顔
、
交
流
す
る
島
の
活
力
」〝
生
き

る
幸
せ
が
実
感
で
き
る
島
〟
の
実
現
に
向

け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
傾
注

し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
30
日
を
も
っ
て
平
成
も

終
わ
り
、
５
月
１
日
か
ら
は
皇
位
継
承
に

よ
る
新
し
い
時
代
「
令
和
」
が
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
し
た
が
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
都
市
と
地
方
の
格
差
が
進
み
、「
少

子
高
齢
化
」
に
伴
う
人
口
減
少
問
題
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
も

残
す
と
こ
ろ
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
同
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
の
活
用
に
よ
り
、
社
会
基
盤
整
備
や

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
特
性
を
活

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

令
和
２
年
第
２
回
伊
平
屋
村
議
会
の
開

会
に
当
た
り
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
の
重

要
な
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
村
政
運
営

に
当
た
っ
て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

は
じ
め
に
「
村
政
運
営
に
取
り
組
む
決

意
に
つ
い
て
」
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
、
30
年
度
に
職
員
に
よ
る
不

祥
事
に
つ
い
て
は
、
県
警
・
本
部
署
の
捜

査
及
び
裁
判
所
の
判
決
を
踏
ま
え
る
と
同

時
に
、
議
会
・
村
民
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
負
託
に
応
え
る
べ
く
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
参
り
ま
す
。
同
時
に
、
職
員
研

修
を
通
じ
、
一
人
一
人
の
資
質
の
向
上
を

目
指
し
対
応
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本

会
計
年
度
（
令
和
元
年
度
）
内
に
す
べ
て

終
結
さ
せ
、
令
和
２
年
度
は
新
た
な
気
持

ち
で
行
政
の
信
頼
回
復
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
議
会
・

村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
長
就
任
か
ら
３
期
10
年
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
間
、
公
約
実
現

の
た
め
「
村
民
と
と
も
に
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
村
経
済
、
文
化
、
教
育
、
福
祉
、
保
健

令和２年度

施
政
方
針
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成
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
島
の
将
来
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
島
づ
く

り
を
住
民
自
ら
が
実
現
出
来
る
よ
う
、
引

き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支

援
体
制
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

行
政
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

「
伊
平
屋
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」
及
び

「
伊
平
屋
村
職
員
研
修
計
画
」
に
基
づ
き
、

職
員
の
意
識
向
上
と
高
い
行
政
能
力
を
有

す
る
職
員
形
成
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修

を
実
施
致
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
は
沖
縄
県
北
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
研
修
を
行
い
ま

す
。
そ
の
他
、
人
事
評
価
制
度
に
基
づ
く

職
員
管
理
の
実
施
と
そ
の
目
的
に
そ
っ
た

職
員
の
能
力
開
発
、職
務
環
境
改
善
の
他
、

働
き
方
の
多
様
性
を
認
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
等
「
働
き
方

改
革
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
は
、≪

産　

業≫

〝
活
力
み
な
ぎ

る
６
次
産
業
が
息
づ
く
島
〟
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

１　

島
の
た
か
ら
を
活
か
し
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興

　

平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
の
入
域
観
光

者
数
は
、
２
万
５
４
１
１
人
と
な
り
、
３

年
連
続
で
順
調
に
２
万
人
の
大
台
を
更
新

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
観
光
客
の
総
合
窓
口
に
な
る

「
一
般
社
団
法
人　

伊
平
屋
島
観
光
協
会
」

の
民
泊
事
業
、
教
育
旅
行
等
の
受
入
体
制

の
充
実
や
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
対
応
し
た

公
衆
無
線LAN

（Free W
i-Fi

）
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
整
備
、奥
尻
町
と
の「
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
の
連
携
開
催
及
び

島
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
り
、

県
内
外
に
お
け
る
本
村
の
知
名
度
・
認
知

度
向
上
が
徐
々
に
効
果
と
し
て
出
て
き
た

も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
、
観
光
・
交
流
産
業
は

中
核
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
つ
に

し
、
観
光
協
会
及
び
商
工
会
主
導
に
よ
る

地
域
産
業
の
連
携
促
進
と
様
々
な
観
光
関

連
施
策
展
開
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

地
域
の
産
業
を
振
興
す
る
に
は
、
地
域

資
源
や
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
優
位
性
が

発
揮
で
き
る
産
業
分
野
に
重
点
を
お
い
た

戦
略
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
産
品
の
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
、
島
内
事
業
者
を
対
象
に
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
等
を
行
い
、
当
該
で
の
催

事
出
展
を
支
援
・
実
践
の
場
の
提
供
を
行

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
よ
り
那
覇
市
タ
イ

ム
ス
ビ
ル
に
於
い
て
開
催
し
て
い
る
「
伊

平
屋　

観
光
・
物
産
と
芸
能
フ
ェ
ア
」
も

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
り
、「
売
れ

る
商
品
づ
く
り
」
を
目
的
に
今
年
度
も
他

産
業
と
の
連
携
強
化
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
観
光
・
交
流
産
業
を
中

心
に
、
関
連
産
業
の
積
極
的
な
育
成
と
新

事
業
の
創
出
を
図
り
、
村
内
経
済
効
果
の

向
上
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し

て
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

（1）
農
林
水
産
業
を
活
用
し
た
体
験
型
交
流

の
促
進

　

観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
で
交
流
人
口

を
増
大
し
、
観
光
関
連
分
野
で
の
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
農
林
水
産
業
、
製
造

業
等
地
場
産
業
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な

ど
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
Ｕ

タ
ー
ン
等
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
大
を
図

り
ま
す
。

　

民
泊
事
業
を
は
じ
め
、
観
光
施
設
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
交
流
等
、
本
村
な
ら

で
は
の「
観
光
と
農
林
水
産
業
と
の
連
携
」

を
推
進
し
、
教
育
旅
行
な
ど
観
光
・
交
流

産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
観
光
・
交
流
事
業
に

携
わ
る
人
材
の
育
成
や
多
彩
な
観
光
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
関
連
企
業
の
育
成

支
援
、
観
光
交
流
情
報
の
受
発
信
等
の
支

援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

（2）
伊
是
名
村
及
び
今
帰
仁
村
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興

　

本
村
の
み
の
観
光
誘
客
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
歴
史
や
文
化
等
に
お
い
て
共

通
点
が
あ
る
伊
是
名
村
と
協
力
し
、
両
村

の
「
歴
史
・
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
旅

行
商
品
開
発
等
を
連
携
し
て
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
・
伊
是
名
村
・
今

帰
仁
村
に
よ
る
三
村
連
携
事
業
（
い
い
な

ま
つ
り
）
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

伊
平
屋
、
伊
是
名
間
を
つ
な
ぐ
架
橋
建

設
に
つ
い
て
は
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
経
済

圏
と
し
て
の
効
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
両
村
発
展
の
た
め
、
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
歩
調
を
合
わ
せ
、
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

く
ら
し
の
立
つ
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
地
域
経
営
資

源
を
活
用
し
た
基
幹
産
業
で
す
が
、近
年
、

産
業
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
低
下

し
て
お
り
、か
つ
専
業
農
家
・
漁
家
に
あ
っ

て
も
き
わ
め
て
く
ら
し
の
立
ち
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
漁
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
育
成
・
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

就
農
促
進
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
青
年
の
新
規
就
農
者
及
び
経
営
継

承
者
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
規
就
農
や
経
営
継
承
を
す
る
に
あ
っ

た
っ
て
は
、
技
術
の
習
得
や
所
得
の
確
保

等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
次
世
代
を
担

う
農
業
者
に
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
者
に

対
し
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
の

活
用
に
よ
り
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と

就
農
後
の
定
着
を
図
り
、
青
年
就
農
者
の

増
大
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
・
漁
業
は
、
産
業
基
盤
の

整
備
や
環
境
保
全
を
は
じ
め
、
生
産
性
の

向
上
等
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
生
産
者
・

団
体
の
育
成
を
進
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で
良
質
な
農
村

資
産
物
の
生
産
及
び
安
定
供
給
が
で
き
る

体
制
作
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
観

光
産
業
と
連
動
し
た
く
ら
し
の
立
つ
農
林

水
産
業
の
振
興
に
取
組
み
ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
米
に

つ
い
て
は
、
村
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
協
議

を
し
な
が
ら
、
農
家
負
担
の
軽
減
、
生
産

の
向
上
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
よ
り
建
設
を
進

め
て
い
る
伊
平
屋
村
製
糖
工
場
が
令
和
２

年
・
令
和
３
年
の
収
穫
か
ら
操
業
開
始
す

る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
近
代
的
な

含
み
つ
糖
製
糖
施
設
の
整
備
に
よ
り
製
造

コ
ス
ト
の
低
減
、
製
品
の
品
質
向
上
が
図

ら
れ
、
ま
た
衛
生
管
理
基
準
を
整
え
る
こ

と
に
よ
り
、
消
費
者
へ
よ
り
安
心
安
全
な

製
品
を
提
供
で
き
る
生
産
体
制
が
確
立
さ

れ
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
令
和
２
年
度

も
完
成
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産
性

の
向
上
や
農
業
経
営
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図

る
た
め
石
礫
の
除
去
、
農
業
用
水
の
安
定

的
供
給
等
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
田
名
東
部
地
区
（
石

礫
除
去
５
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
防

災
減
災
事
業
（
上
之
川
地
区
）
で
貯
水
池

及
び
附
帯
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ

ズ
ク
養
殖
や
ヤ
イ
ト
ハ
タ
養
殖
な
ど
の
養

殖
漁
業
に
加
え
、
マ
グ
ロ
漁
業
等
の
漁
船

漁
業
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
基
盤

と
な
る
漁
港
を
第
三
次
漁
港
整
備
計
画
に

基
づ
い
て
、
伊
平
屋
漁
港
及
び
田
名
漁
港

を
随
時
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
、
田
名
漁
港
（
航
路
浚
渫
、
用
地
舗

装
、
も
ず
く
種
付
け
用
水
槽
）
伊
平
屋
漁

港
（
船
揚
場
先
端
改
良
）
等
を
整
備
し
ま

す
。
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第
３
に
、≪

ひ　

と≫

　
〝
郷
土
愛
に

富
み
、
夢
を
求
め
る
人
材
を
育
む
島
〟
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
教
育
は
、
離
島
で
あ
る
が
故
の

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
新
し
い
島

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
優

先
課
題
と
し
て
、
生
涯
学
習
、
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
、
よ
り
充

実
し
た
教
育
活
動
・
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、学
校
・
家
庭
・
地
域
・

社
会
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の

向
上
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し

い
発
想
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
交
流

に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
教
育
方
針
」（
別
冊
）

で
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
４
に
、≪

く
ら
し≫

〝
心
と
体
が
み

た
さ
れ
る
島
〟に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〝
島
に
住
む
幸
せ
〟
を
実
現
す
る
に
あ

た
り
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
」
は
極
め
て
大
き
な
課
題
で
す
。

今
後
も
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
さ
ら
な

る
向
上
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
活
に
関
わ
る
相

互
扶
助
や
伝
統
文
化
等
の
維
持
な
ど
に
お

い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
室
」
を
設
置
し
、
進

化
し
続
け
る
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
村
民
と
共
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
若
者
世
代
が
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
の

整
備
・
充
実
を
図
り
、
人
口
の
社
会
的
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

１　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。
特
に
妊
娠
出
産
に
つ
い
て

は
、
島
外
に
通
院
・
滞
在
す
る
な
ど
、
離

島
ゆ
え
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
か
ら
妊

産
婦
健
診
時
の
通
院
に
係
る
経
費
の
助
成

及
び
出
産
に
伴
う
滞
在
費
の
一
部
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
14

名
も
の
島
の
宝
が
誕
生
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
、
地
道
な
努
力
が
少
な
か
ら

ず
結
実
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
を
図
り

ま
す
。

　

母
子
父
子
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
「
伊

平
屋
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
書

（
て
る
し
の
子
育

て
プ
ラ
ン
）」
に

基
づ
き
進
め
て

い
き
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ

く
り

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
と
共

に
、
村
民
皆
で
子
ど
も
や
若
者
を
育
成
・

支
援
し
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等
に
か

か
わ
り
な
く
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

（1）
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
高
齢
者
福
祉

の
向
上

　

本
村
の
屋
台
骨
を
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
高
齢
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
軸
と
し
た
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若
い
世
代
や
子
ど

も
達
と
の
世
代
間
交
流
や
、
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
の
力
で
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
づ
く
り
を
実
践
し
、
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
生
ま
れ
島
・
地
域
で
老
後
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
と
ら
ず
園
」
に
つ

い
て
は
、
伊
平
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
の
も
と
、
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
充
実
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き

が
い
活
動
や
見
守
り
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
と
ら
ず
園
の
経
営
改
革

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（2）
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
環
境
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と
い

う
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、
生
活
上
の

様
々
な
困
り
ご
と
か
ら
発
生
す
る
多
種
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
が
無
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
共
生
社
会
を
目
指

し
、
そ
の
権
利
擁
護
と
障
が
い
の
あ
る
方

の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、「
第
53
回
沖
縄
県
知
的
障

が
い
者
教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会
」

に
お
い
て
、「
支
援
学
校
卒
業
後
の
私
の

生
活
と
将
来
の
夢
」
を
村
出
身
者
が
堂
々

と
意
見
発
表
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
と
も

に
支
え
合
い
、
働
く
喜
び
・
生
き
る
喜
び

に
あ
ふ
れ
る
村
」
の
実
現
を
目
指
し
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
少
し
ず

つ
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
障
が
い
者
の
社
会
参
加
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

３　

医
療
体
制
の
充
実

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
問
題
に
な
る

中
、
村
内
の
沖
縄
県
立
北
部
病
院
附
属
伊

平
屋
診
療
所
と
村
立
歯
科
診
療
所
で
は
、

幸
い
に
も
医
師
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
県
立
北
部
病
院

と
北
部
地
区
医
師
会
病
院
の
統
合
に
よ
る

基
幹
病
院
整
備
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
そ
の
動
向
に
注
視

し
、
私
た
ち
離
島
地
域
医
療
の
更
な
る
充

実
が
図
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
内
医
療
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
同
時
に
住
民
健

診
の
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
村
民
の
健

康
増
進
と
疾
病
予
防
の
啓
蒙
及
び
そ
の
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
改
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
以
降
は
歯
科
医
師
の

定
住
に
よ
る
歯
科
保
健
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の
歯
科
疾

患
の
予
防
・
治
療
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

（1）
地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り

　
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
幸
せ
な
人
生

の
条
件
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
て
の
村
民
が
健
や
か
に
生
活
す
る
た
め

の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
、
健
康
な
生
活
を
維
持

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

幸
い
、
本
村
に
お
い
て
村
民
自
ら
が
発

案
実
施
し
て
い
る
大
変
す
ば
ら
し
い
取
組

み
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
・
高

齢
者
ま
で
世
代
間
交
流
を
実
践
し
て
い
る

「
区
民
の
日
」（
６
月
23
日
）
事
業
は
村
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
取
組
み
を
さ

ら
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

４　

海
上
・
陸
上
交
通
等
の
利
便
性
向
上

と
空
路
の
早
期
開
設

　

離
島
伊
平
屋
村
の
振
興
を
考
え
る
上

で
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
は
交
通
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
の
就
航
に
よ
り
、就
航
率
、

旅
客
数
、
航
送
車
輌
数
・
貨
物
量
、
共
に

順
調
に
成
果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

旅
客
で
は
、イ
ベ
ン
ト
等
は
じ
め
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
場
、
県
内
外
か
ら
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の
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
民

泊
事
業
も
、
予
約
校
・
生
徒
数
共
に
倍
増

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
航
送
・

貨
物
運
送
に
つ
い
て
も
、
大
型
公
共
工
事

に
伴
う
利
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
、
健
全
な
企
業
運
営
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
交

通
弱
者
、
日
常
的
利
用
者
の
移
動
手
段
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
近

で
は
観
光
客
（
島
外
利
用
者
）
も
微
増
で

は
あ
り
ま
す
が
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
交
通
弱
者
や
観
光
客
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
バ
ス
停
等
を
設
置
し
、
利
用
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

空
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
へ

早
期
認
可
申
請
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
沖
縄
県
、
北
部
市
町
村
会
、
北
部

振
興
会
な
ど
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
伊
平

屋
、
伊
是
名
両
村
一
丸
と
な
っ
て
、
早
期

開
港
に
向
け
引
き
続
き
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

幸
い
に
し
て
３
月
29
日
に
、
那
覇
空
港

の
第
２
滑
走
路
の
共
用
開
始
の
式
典
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
含
め
、
次
は
伊
平
屋
空
港

を
積
極
的
に
推
進
し
、
国
や
県
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
一
日
も
早
い
実
現
に
取
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

第
５
に
、≪

環　

境≫

〝
豊
か
な
自
然

を
守
り
育
て
る
島
〟
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
本
村
に
残
る
手
付
か
ず
の

自
然
環
境
と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
「
島
の

宝
」
と
し
て
守
り
育
み
、
次
の
世
代
に
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
島
の
宝
」
で
あ
る

自
然
・
景
観
の
保
全
保
育
を
村
民
全
体
で

考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
を
守
る
意

識
の
啓
発
や
、
環
境
に
優
し
い
生
活
の
推

進
（
ゴ
ミ
の
分
別
等
）
美
し
い
景
観
づ
く

り
な
ど
を
積
極
的
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

本
村
の
最
大
の
宝
は
、島
の
自
然
で
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
取
組
む
と
と
も
に
、
陸
域
・

海
浜
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
の
適
正
利

用
、
さ
ら
に
は
、
本
村
ら
し
い
自
然
環
境

の
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
本
土

復
帰
後
急
速
に
進
ん
だ
各
種
基
盤
整
備
事

業
に
よ
り
本
村
の
自
然
環
境
に
か
な
り
の

負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
協
力
税

や
美
ら
島
応
援
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
を
活
用
し
た
環
境
美
化
活
動
等
を
と
お

し
て
、
広
く
村
民
や
来
島
者
に
環
境
保
全

意
識
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
然

と
人
間
社
会
の
共
存
し
た
関
係
（
里
山
、

里
海
の
時
代
）
を
築
く
た
め
、
環
境
収
容

能
力
の
考
え
の
も
と
、
自
然
環
境
を
適
正

に
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か

ら
、自
然
環
境
保
全
型
自
然
体
験
活
動（
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）、
農
山
漁
村
体
験
・
滞

在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
自
然
循
環
機
能
の
推
持

増
進
と
離
島
の
持
つ
豊
か
で
美
し
い
自
然

環
境
の
保
全
を
図
り
、
環
境
と
調
和
し
た

農
林
水
産
業
を
促
進
し
ま
す
。

２　

美
し
い
景
観
の
整
備

　

本
村
を
、
地
域
住
民
が
活
き
活
き
と
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
と
し
、
ま
た
訪
れ
る
方
に
も
開
か
れ

た
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
景
観
や
自
然

環
境
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
団

体
な
ど
に
よ
る
集
落
機
能
の
活
性
化
を
図

り
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
付
か
ず
の
美
し
い
自
然
環
境

や
田
園
景
観
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
家

並
み
等
、
伊
平
屋
ら
し
い
景
観
・
風
景
・

風
土
を
次
世
代
に
守
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

花
と
緑
に
溢
れ
る
潤
い
の
あ
る
地
域
形
成

を
、
継
続
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
１
日
に
「
伊
平
屋
島

の
念
頭
平
松
」
と
し
て
国
指
定
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
念
頭
平
松
は
、
村
民
に

と
っ
て
古
く
か
ら
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
村
民
だ
け
で
は
な

く
島
の
観
光
地
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
多

く
の
観
光
客
の
利
用
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

伊
平
屋
ら
し
い
原
風
景
と
調
和
し
た
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
す
る
た
め
に
、
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
景
観
や
快
適
性
、
利
便
性
に
配
慮
し

た
改
修
整
備
を
図
り
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

３　

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

　

伊
平
屋
村
特
有
の
自
然
環
境
の
大
切
さ

を
地
域
住
民
で
共
有
し
、
こ
の
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
自
然
環
境
保

全
と
社
会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
社
会
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
整
備
と
適
正
な
施
設
管

理
に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

道
広
域
化
へ
向
け
新
浄
水
場
の
土
木
工
事

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続

き
新
浄
水
場
新
築
工
事
・
調
整
池
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
４
月
の

供
用
開
始
に
向
け
着
実
に
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

浄
水
施
設
の
整
備
に
合
わ
せ
、
老
朽
化

し
て
い
る
配
水
管
の
更
新
工
事
に
つ
い
て

も
、
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
沖
縄
県
が
行
う
広

域
化
の
取
組
み
に
協
力
し
、
基
本
計
画

(

水
道
ビ
ジ
ョ
ン)

を
基
に
、
維
持
管
理

等
の
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
組
み
、
安
心
・

安
全
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
入
域
人
口

の
増
加
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
減

量
化
を
徹
底
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

世
帯
に
対
し
て
50
％
が
可
燃
ご
み
に
出
し

て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
を
回
収
・
堆
肥
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

令
和
２
年
度
の
村
政
運
営
の
基
本
的
な

考
え
方
と
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政
の
も
と
、

〝
入い

る
を
量
り
て　

出い

ず
る
を
制
す
〟
の

財
政
規
律
を
基
本
に
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
限
ら
れ
た

予
算
を
最
大
限
に
活
用
し
、
第
四
次
伊
平

屋
村
総
合
計
画
の
村
づ
く
り
基
本
目
標
の

実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度
施
政
方

針
と
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
長　

伊 

礼 

幸 

雄
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は　

じ　

め　

に

　　

伊
平
屋
村
は
、
沖
縄
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、
素
朴
で
自
然
豊
か
な
島
で
あ

る
。
歴
史
的
に
は
、
古
生
代
に
さ
か
の

ぼ
る
島
の
生
い
立
ち
や
、
万
葉
の
世
界

に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
「
ク
マ
ヤ

洞
窟
由
来
」
が
あ
る
。
ま
た
、
祖
先
崇

拝
や
万
の
神
様
「
ウ
タ
キ
」
崇
拝
等
の

祭
祀
を
司
る
祝
女
の
存
在
は
、
県
内
有

数
の
神
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
由
縁
で

あ
る
。

　

村
民
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

の
ん
び
り
し
た
生
活
空
間
を
創
造
し
な

が
ら､

強
い
絆
と
温
か
い
人
情
を
育
ん

で
生
き
て
い
る
。
こ
の
様
な
人
々
の
生

活
と
連
動
し
た
郷
土
の
伝
統
文
化
「
ウ

ン
ジ
ャ
ミ
・
ウ
シ
デ
ー
ク
・
豊
年
祭
」

等
は
、
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の

誇
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
求

め
る
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
、
年
々

人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現

状
は
、
島
で
生
き
る
村
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

は
、
高
校
進
学
と
同
時
に
島
を
離
れ
て

い
く
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
激
し

く
、
我
が
国
を
は
じ
め
世
界
中
の
人
々

に
自
然
界
は
容
赦
な
く
、
未
曾
有
の
悲

し
み
を
与
え
続
け
て
い
る
。
自
然
を
侮

り
、
人
間
の
知
恵
で
万
物
克
服
可
能
と

言
う
過
信
は
、
自
然
界
に
通
用
し
な
い

現
実
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
、
利
便
性

や
物
欲
追
求
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
自

然
と
向
き
合
い
、
適
度
の
不
自
由
さ
を

守
り
、
自
然
と
人
間
と
の
共
存
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
等
、
つ
ま
り
「
心
」
の

時
代
を
、
強
く
考
え
る
時
宜
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
力
強
く
生
き
る
た
め
の
学
校
教
育

は
、確
か
な
知
力「
学
力
」を
身
に
付
け
、

利
他
の
精
神
を
持
ち
、
急
激
な
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
創
造
性
・
国
際
性

豊
か
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
、
郷
土
の
文
化
継
承･

発
展
へ
の

一
翼
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
身
に
付

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、
島
発
ち
教
育
の
礎
で

あ
る
。
県
内
は
も
と
よ
り
広
く
国
際
社

会
に
雄
飛
し
、
併
せ
て
、
島
の
未
来
を

創
造
で
き
る
教
育
を
強
力
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、高
齢
社
会
の
伸
展
に
伴
い
、

生
涯
学
び
続
け
る
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
し
、
老
い
も
若
き
も
支

え
合
う
活
力
に
満
ち
た
地
域
活
動
を
推

進
し
、「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
村

民
主
体
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
様
な
視
点
に
立
ち
、
村
教
育
委

員
会
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
則
り
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
及
び
、
本
県
教

育
主
要
施
策
、
伊
平
屋
村
学
校
教
育
要

覧
、
伊
平
屋
村
総
合
計
画
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
令
和
２
年
度
の
本
村
教
育
施

策
を
定
め
る
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

[

基
本
方
針]

　

伊
平
屋
村
は
、
村
民
及
び
幼
児
児
童

生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
、
国
・
県
及
び

郷
土
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を

持
ち
、
創
造
性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
と
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
振
興
を
期
し
て
、
次
の
教
育
施

策
を
推
進
す
る

[

教
育
目
標]

○
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
身
に
付
け
、

自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
逞
し
く
、
個
性

溢
れ
、
創
造
性
豊
か
な
幼
児
児
童
生
徒

を
育
成
す
る

○
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成

者
と
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
文
化

の
継
承
発
展
に
寄
与
し
、
創
造
性
・
国

し
た
宿
題
の
日
常
化　

○
学
習
規
律
の

徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底　

○
伝

統
文
化
学
習
の
日
の
充
実　

○
地
域
資

源
活
用
充
実　

○
て
る
し
の
塾
・
東
大

塾
の
推
進　

○
島
発
ち
教
育
推
進
事
業

の
取
組　

〇
小
学
校
英
語
教
育
の
充
実

強
化　

〇
道
徳
教
育
の
充
実
強
化

　

(2)　

心
の
教
育
の
充
実

　

○
あ
い
さ
つ
の
徹
底　
　

○
話
す
・

聞
く
態
度
の
育
成　

○
片
付
け
掃
除
習

慣　

○
時
間
の
け
じ
め
習
慣　

○
身
な

り
服
装
の
徹
底　

○
危
機
管
理
能
力
の

徹
底

　

(3)　

逞
し
い
体
を
育
む
教
育
の
充
実

　

○
運
動
部
活
動
の
強
化　

○
健
康
教

育
の
日
常
化　

○
安
全
意
識
の
日
常
化

〇
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
の
奨
励　

○
衛
生
管
理
・
教
育
の
日
常
化　

○
栄

養
バ
ラ
ン
ス
教
育
の
日
常
化　

　

(4)　

食
育
の
推
進

　

○
偏
食
追
放
運
動　

○
栄
養
教
育
の

充
実　

○
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
徹

底　

○
嗜
好
品
摂
取
に
つ
い
て
の
周
知

　

(5)　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

○
校
内
委
員
会
活
性
化
の
支
援　

〇

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
（
研

修
）　

〇
個
性
支
援　

○
相
互
理
解　

○
発
達
支
援　

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
支
援

○
講
演
会
の
充
実

　

(6)　

幼
児
教
育
の
充
実

　

○
し
つ
け
の
徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム

の
徹
底　

○
個
性
の
伸
張　

○
自
立
支

援　

〇
保
幼
小
中
連
携
の
推
進

際
性
豊
か
で
、
情
報
社
会
に
適
応
で
き

る
心
身
共
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
な

村
民
を
育
成
す
る

○
村
民
の
連
帯
感
を
育
み
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
・
行
政
の
相
互
連
携
の

も
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教

育
の
方
法
を
追
求
し
、
安
ら
ぎ
の
あ
る

生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る

　

令
和
２
年
度

　

伊
平
屋
村
教
育
主
要
施
策
の
要
点

　

本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県

の
教
育
施
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
村

独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
各

施
策
の
具
体
的
取
組
み
を
展
開
す
る
。

１　

学
校
教
育
の
充
実

　

幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
学

ぶ
意
欲
を
持
ち
、
心
豊
か
に
逞
し
く
生

き
る
力
を
身
に
付
け
る
教
育
活
動
を
展

開
す
る
。
特
に
、
知
力
を
高
め
る
た
め

の
教
員
の
研
修
支
援
、
保
護
者
と
の
連

携
強
化
、
地
域
人
材
活
用
等
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。
さ
ら

に
、
学
校
環
境
の
整
備
の
充
実
と
郷
土

文
化
の
継
承
・
発
展
及
び
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
充
実
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

確
か
な
学
力
の
確
立

　

○
分
か
る
授
業
の
充
実　

〇
教
職
員

研
修
（
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
）
の
充
実

○
読
書
習
慣
の
充
実　

○
授
業
と
連
動

令和２年度

伊
平
屋
村
教
育

　
　
　

主
要
施
策
の
要
点
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の
充
実

　

(3)　

教
職
員
等
の
労
働
環
境
の
改

善
・
充
実
管
轄

　

(4)　
「
伊
平
屋
村
教
育
の
日
」
の
制

定
の
伴
う
教
育
活
動
の
普
及
・
啓
発

７　

国
際
社
会
・
情
報
社
会
へ
の
対
応

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
社
会
の

中
で
、
広
い
視
野
で
社
会
の
流
れ
を
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
村
民
の
意
識
改

革
を
図
る
。特
に
、学
校
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
ら
と
共
に
国
際
性
豊
か
な
村
民
を

目
指
す
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

国
際
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○
小
中
連
携
英
語
学
習　

〇ALT

活
用
英
語
教
室　

○
海
外
短
期
留
学
支

援　

○IED
CP(Iheya English D

ay 
Cam
p Program

)

の
開
催　

○
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

(2)　

情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○ICT

教
育
の
充
実　

○
教
育
用
ソ

フ
ト
整
備

５　

生
涯
学
習
の
充
実

　

人
は「
生
涯
学
習
者
で
あ
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多

様
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。
学
校
教

育
及
び
社
会
教
育
と
連
携
し
て
、
生
き

る
楽
し
さ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
村
民

の
意
識
改
革
を
図
る
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

　

○
村
ま
つ
り
支
援　

○
長
寿
学
園
等

開
設
支
援　

○
公
民
館
活
動
支
援　

○

友
愛
と
健
康
の
広
場
、
村
民
体
育
館
等

施
設
活
用
推
進

　

(2)　

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習

機
会
の
充
実

　

○
民
俗
芸
能
教
室
開
設
推
進　

○
ラ

ジ
オ
体
操
充
実

　

(3)　

活
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
造
推
進

　

○
音
楽
鑑
賞　

○
芸
術
鑑
賞　

○
映

画
鑑
賞　

○
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

○
農
業

実
践
発
表　

○
海
浜
体
験
発
表

６　

教
育
行
政
の
充
実

　
「
人
材
は
資
源
で
あ
る
」
こ
と
は
永

遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解
決

す
べ
き
教
育
行
政
に
は
責
任
と
実
行
力

の
あ
る
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
多
様

な
施
策
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
の
充
実
・
社
会
教
育
の
充
実
等
、

地
域
社
会
へ
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
推

進
す
る
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実

　

(2)　

教
育
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制

４　

文
化
の
継
承
・
発
展

　

本
村
文
化
の
殿
堂
と
し
て
「
歴
史
民

俗
資
料
館
」
の
充
実
強
化
を
図
り
、
文

化
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
ア
ー
ト
の
発
信

基
地
に
な
り
う
る
機
能
化
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
本
村
で
育
ん
だ
郷
土
文
化
を

大
人
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
児
童
生

徒
へ
受
け
継
ぐ
指
導
支
援
を
図
る
。
各

区
子
ど
も
会
等
の
活
動
支
援
を
強
化
す

る
。
さ
ら
に
、
学
校
行
事
等
へ
の
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
充
実
発
展
を
目
指

す
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

○
有
形
・
無
形
文
化
財
指
定　

〇
歴

史
文
化
基
本
構
想
実
施
計
画
の
取
組
み

　

○
文
化
財
分
布
図
の
作
成　

○
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
・
保
存
・
保
護
推

進
　

(2)　

文
化
施
設
（
民
俗
資
料
館
）
の

活
用

　

○
民
俗
資
料
館
の
学
校
利
用
推
進　

○
民
俗
資
料
館
事
業
推
進

　

(3)　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　

○
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
日
常
化　

○
諸

教
室
開
設
推
進　

○
諸
展
示
会
開
催

推
進　

○
文
化
啓

蒙
活
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

位
置
付
け　

○
島

く
と
ぅ
ば
の
保
存

継
承
（
島
く
と
ぅ

ば
大
会
の
実
施
）

　

(4)　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
村
民
体
育
の
日
推
進　

○
ラ
ジ
オ

体
操
充
実　

〇
ニ
ー
ズ
に
合
う
ス
ポ
ー

ツ
の
奨
励　

○
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励

　

(5)　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
運
動
部
活
動
の
活
性
化
支
援　

○

村
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催　

○
島
外
大
会

参
加
推
進

３　

青
少
年
の
健
全
育
成

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

を
基
本
と
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
・
行
政
と
の
密
接
な
連
携
強
化
を
図

る
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
家
庭
教
育
力
の
高
揚
を

図
る
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

地
域
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

　

○
各
字
行
事
参
加
支
援　

○
子
供
会

活
動
支
援　

〇
伝
統
文
化
学
習
の
日
の

支
援

　

(2)　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の

相
互
連
携
協
力

　

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
周
知
徹
底
支
援

　

○
６
３
０
運
動
の
日
常
化
支
援　

○

お
手
伝
い
運
動
奨
励　

○
家
庭
学
習
周

知
徹
底
支
援　

〇
夏
休
み
親
子
教
室　

〇
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
」
の
充
実　

〇

「
弁
当
の
日
」
の
実
践　

〇
「
や
ー
な

れ
ー
運
動
」
の
推
進

　

(3)　

島
発
ち
後
の
自
立
支
援
活
動

　

〇
高
校
生
支
援
事
業
及
び
激
励
会
の

充
実

　

(7)　

個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推

進
　

○
体
験
・
経
験
・
観
察
学
習
支
援　

○
環
境
整
備
支
援　

○
文
化
活
動
支
援

○
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
支
援　

〇

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

(8)　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
支
援
と
Ｈ

Ｐ
の
充
実　

○
地
域
人
材
活
用
支
援　

○
地
域
連
携
支
援　

〇
学
校
評
価
の
充

実　

○
安
心
・
安
全
・
平
和
な
教
育
環

境
整
備
支
援　

２　

社
会
教
育
の
充
実

　

村
民
一
人
一
人
が
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
負
い
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
の
日
常
化
を
図

る
。
特
に
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
等
社
会
教
育
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
社
会
教
育
指
導

者
育
成
等
の
支
援
を
す
る
。

　
［
取
組
内
容
］

　

(1)　

社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・
充
実

　

○
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
の

充
実　

○
学
校
施
設
開
放
の
充
実

　

(2)　

家
庭
教
育
機
能
の
充
実

　

〇
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立　

○
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
奨
励　

〇
徒

歩
通
学
・
自
転
車
通
学
奨
励　

○
時
間

の
け
じ
め
推
進　

○
あ
い
さ
つ
・
身
な

り
・
片
付
け
習
慣
の
奨
励　

〇
家
庭
の

日
設
定
奨
励　

〇
読
み
聞
か
せ
奨
励

　

(3)　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育

　

○
諸
講
座
開
設　

○
サ
ー
ク
ル
活
動

奨
励　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励　
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令和２年度一般会計予算 総額　24億 4,908 万円
◆本年度予算の特徴◆

　一般会計の予算総額は、2,449,080 千円、対前年度比 58.9％減の 3,506,641 千円の減額となっている。

　歳入を構成比で見ると、村税 3.4％、地方交付税 47.3％、国・県支出金 26.1％、村債 10％と、依存財源が

85.3％を占めており、自主財源に乏しい歳入構造となっている。

　歳出を性質別と対前年比で見ると、人件費△ 10,936 千円 ( △ 1.9％ )、物件費 12,212 千円 (2.0％ )、維持補

修費△5,912千円 (△ 23.7％ )、扶助費△1,306千円 (△ 1.6％ )、普通建設補助事業費は△3，450，831千円 (△

88.0％ )、普通建設単独事業は 2,306 千円 (3.9％ )、物件費と単独事業以外は減額となっている。新製糖工場建

設等の大型事業の完了により投資的経費の割合が 21.8％と対前年比△ 86.6％減となっている。

　予算編成にあたっては、少ない経費で最大限の効果が発揮できるよう内部経費の抑制に努め、新たな財源の確保

についても可能な限りの検討を尽くし、確保に努めた。

歳　入 （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 構 成 比

自

主

財

源

村税 82,194 3.4

分担金及び負担金 55,914 2.3

使用料及び手数料等 34,940 1.4

財産収入 6,427 0.3

寄附金 22,017 0.9

繰越金・繰入金 107,595 4.4

諸収入 51,327 2.1

小　　計 360,414 14.7

依

存

財

源

地方譲与税 19,594 0.8

交付金等 27,575 1.1

地方交付税 1,157,242 47.3

国・県支出金 638,820 26.1

村債 245,435 10.0

小　　計 2,088,666 85.3

歳入合計 2,449,080 100.0

歳出（性質別） （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 比 較 伸 率 構 成 比

消
費
的
経
費

人件費 551,209 △ 10,936 △ 1.9 22.5

物件費 631,623 12,212 2.0 25.8

維持補修費 19,049 △ 5,912 △ 23.7 0.8

扶助費 78,995 △ 1,306 △ 1.6 3.2

補助費 327,774 △ 27,266 △ 7.7 13.4

小　　計 1,608,650 △ 33,208 △ 2 65.7

投
資
的
経
費

補助事業費 468,515 △3,450,831 △ 88.0 19.1

単独事業費 60,759 2,306 3.9 2.5

その他 4,815 2,565 114.0 0.2

災害復旧費 501 △ 22,205 △ 97.8 0.0

小　　計 534,590 △3,468,165 △ 86.6 21.8

そ
の
他
の
経
費

公債費 205,374 △ 8,720 △ 4.1 8.4

積立金 1,126 0 0.0 0.0

投資及び出資金 0 0 0.0 0.0

繰出金 95,340 3,452 3.8 3.9

予備費 4,000 0 0.0 0.2

小　　計 305,840 △ 5,268 △ 1.7 12.5

合　　計 2,449,080 △3,506,641 △ 58.9 100.0
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令和２年度特別会計予算 総額　9億 6,210 万円

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

国民健康保険税 17,367 17,355 12
繰越金 1 1 0
諸収入 9 16 △ 7
国・県支出金 165,030 148,392 16,638
療養給付費交付金 0 0 0
前期高齢者交付金 0 0 0
共同事業交付金 0 0 0
他会計繰入金 31,394 22,249 9,145

合　　計 213,801 188,013 25,788

♦国民健康保険事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 4,912 4,353 559
保険給付費 150,996 131,896 19,100
国民健康保険事業費納付金 51,219 45,581 5,638
老人保健・共同事業拠出金 1 2 △ 1
保険事業費 6,663 6,171 492
後期高齢者支援金 0 0 0
前期高齢者・介護納付金等 0 0 0
保健施設費 0 0 0
諸支出金・繰上充用金 10 10 0
予備費 0 0 0

合　　計 213,801 188,013 25,788

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

使用料及び手数料 37,860 39,797 △ 1,937
繰越金 1 1 0
諸収入 3 3 0
国・県支出金 78,000 80,000 △ 2,000
他会計繰入金 32,195 30,751 1,444
村債 41,000 47,400 △ 6,400

合　　計 189,059 197,952 △ 8,893

♦水道事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 166,265 175,213 △ 8,948
公債費 22,792 22,737 55
繰上充用金 1 1 0
予備費 1 1 0

合　　計 189,059 197,952 △ 8,893

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

使用料及び手数料 11,915 12,337 △ 422
繰越金 0 1 △ 1
諸収入 0 3 △ 3
国・県支出金 0 0 0
他会計繰入金 30,810 34,220 △ 3,410
村債 7,600 74,600 △ 67,000

合　　計 50,325 121,161 △ 70,836

♦農業集落排水事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 31,692 104,129 △ 72,437
公債費 18,631 16,474 2,157
予備費 1 1 0
繰上充用金 1 1 0

合　　計 50,325 120,605 △ 70,280

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

施設使用収入 2,457 2,457 0
繰越金 1 1 0
諸収入 1,806 1,806 0
他会計繰入金 1 1 0

合　　計 4,265 4,265 0

♦港湾整備事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
事業費 4,266 4,266 0
公債費 0 0 0

合　　計 4,266 4,266 0

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

後期高齢者医療保険料 6,485 6,488 △ 3
使用料及び手数料 0 0 0
繰越金 0 0 0
諸収入 2 1 1
他会計繰入金 4,511 4,667 △ 156

合　　計 10,998 11,156 △ 158

♦後期高齢者医療
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
後期高齢者医療広域
納付金

10,986 11,154 △ 168

諸支出金 2 2 0
一般管理費 10 0 10

合　　計 10,998 11,156 △ 158

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

運航収益 303,486 267,890 35,596
雑収入・その他 3,480 3,699 △ 219
離島航路補助金 73,704 81,736 △ 8,032
他会計繰入補助 89,499 96,520 △ 7,021
企業債 0 0 0
補助金 23,484 24,000 △ 516

合　　計 493,653 473,845 19,808

♦船舶運航事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
運航費用 398,043 385,004 13,039
営業費用 95,310 88,541 6,769
予備費 300 300 0
建設改良費 0 0 0
企業債償還金 0 0 0

合　　計 493,653 473,845 19,808
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 今月は先だって行われた文化財防火デーでも紹介した「伊平屋島

の念頭平松」の文化財としての価値をご紹介します。

 平成 28年に国の天然記念物「伊平屋島の念頭平松」として指定

を受け、本村で初めての国指定文化財となりました。指定を受けた

際に文化庁に評価されたことは、樹木そのものの美しさや大きさはもちろんのこと、松周辺が公園として整備

され管理が行き届いていること、松食い虫の防除を役場中心に取り組んでいることなど、指定後の管理体制も

信頼できるというものでした。本年度からは、松の根を保護するために手刈りによる除草作業が老人会によっ

て行われています。

 松自体の大きさ、美しさは、古くから知られており、昭和 12年に沖縄県山林会が発行した「老樹名木誌」で、

「枝の形はまんじゅうのごとく盆栽仕立てのようで優美である」と紹介されました。

 昭和 33年に沖縄県の天然記念物になり、平成 28年には国の天然記念物指定という経緯に至っております。

指定後は、本村資料館に「伊平屋島の念頭平松」についての問い合わせが増え、団体の観光客のみならず、個

人の旅行客も立ち寄る場所となり、このような環境を維持できるのも、村当局や住民の皆様のご協力のおかげ

です。改めて感謝を申し上げ、今後の維持管理にご協力いただきますようお願い申し上げます。

　　　　　   令和元年度 文化財防火デー  

       　 国指定「念頭平松」で防火訓練
　１月 26 日の「文化財防火デー」に合わせ行われている防火訓練が、国指定天然

記念物「伊平屋島の念頭平松」公園で行われました。文化財愛護に関する意識を高

めるため全国で文化財防火運動が展開され、

本村でも、伊平屋村消防団による通報から消火までの一連の流れの訓練が行

われました。真栄田孝団長は「村役場から同公園までの距離は約５キロ。通

報から消火終了まで約 13 分ほどの時間が掛かりました」と報告し、「天候な

どによっては水の確保が難しい場合もあります。給水できる防火水槽又は消

火栓などの整備もよろしくお願いします」と要望しました。

3/9
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　㈶自治総合センターは、宝くじの受託事業収入を財源とし、さまざまな事業等を実施し地域
活動を支援しています。
　本村でも、これまで緑化整備事業等数多くの助成事業を導入しており、令和元年度は島尻自
治会の製氷機、脚立、クーラーボックス等を購入しました。

宝くじは地域コミュニティ活動を応援します !!

製氷機・冷蔵庫・ガスバーナー（2 台）・工業扇風機（2 台）・
刈り払い機（2台）・ドラム（2個）・脚立（150㎝・210㎝（各１脚））・
クーラーボックス（156L（2 個）・85L（1 個））・毛布（40 枚）・
テント・フライヤー ・エンジンブロアー（2 台）・プロジェクター

　3月 7日、第 72回伊平屋中学校卒業式が行われ、

卒業生 18 名が 3 年間通った学び舎を後にしまし

た。これから島発ちする卒業生。15 年間の思い

出を胸に、新たな未来に向かって旅立ちます。

伊平屋中学校伊平屋中学校

　3月 18 日、伊平屋小学校卒業式行われました。

卒業生 14 名は、金城正武校長より卒業証書が授

与され、一人ひとり将来の夢や支えてくれた方へ

の感謝の気持ちを述べました。

　卒業生は、在校生や保護者らに祝福されながら、

花道を笑顔で歩き、６年間通った学び舎を卒業。４

月からの中学校生活に期待を膨らませていました。

伊平屋小学校伊平屋小学校

　3 月 17 日、伊平屋幼稚園修了式が行われ、園

児 16 名が幼稚園課程を修了。担任より名前を呼

ばれると元気いっぱいに「はい！」と返事し、満

面の笑みで修了証書を受け取りました。参列した

保護者らも成長した子ども達を見つめ嬉しそうな

表情を浮かべていました。

伊平屋幼稚園伊平屋幼稚園

　3 月 18 日、在校生や保護者、地域の方が参列

し和やかな雰囲気のなか、野甫小中学校卒業式が

行われました。小学校卒業生 2名は卒業証書を受

け取り、先生方や家族、地域の方への感謝と中学

校で部活や勉強、さまざまなことへ挑戦すること

などの決意を語りました。

野甫小中学校野甫小中学校
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伊平屋村人口動態 ( 令和２年２月末現在）

総人口 1,235(－3) ／男 664(－1) ／女 571(－2) ／世帯数 594(±0)

表紙写真：令和元年度　卒業式・修了式

伊平屋村の行事予定表　schedule
５月　May

3 日 日 憲法記念日

4 日 月 みどりの日

5 日 火 こどもの日

6 日 水 振替休日

7 日 木 ミニデイ（田名）仲宗根

8 日 金 ミニデイ（前泊）仲宗根

12 日 火 ミニデイ（我喜屋）松岡

13 日 水 ミニデイ（島尻）松岡

16 日 土 第 19 回バドミントン大会

18 日 月 ミニデイ（野甫）

20 日 水 伝統文化の日・弁当の日

21日 木 ミニデイ（田名）上間

22 日 金 ミニデイ（前泊）上間

23 日 土 第 30 回やんばる駅伝　伊平屋島大会

26 日 火 住民健診（田名・前泊）・ミニデイ（我喜屋）

27 日 水 住民健診（我喜屋）・ミニデイ（島尻）

28 日 木 住民健診（島尻・野甫）・婦人がん検診（PM）

29 日 金 婦人がん検診（AM）・移動図書館

30 日 土 移動図書館

４月　April

1日 水 保育所入所式

6 日 月 ミニデイ（野甫）

7 日 火
入学式（伊中・野甫小中）
1 学期始業式（3 校）・てるしの塾開講式

8 日 水 入学式（伊小）

9 日 木
ミニデイ（田名）仲宗根
幼稚園入園式

10 日 金 ミニデイ（前泊）仲宗根

14 日 火 ミニデイ（我喜屋）松岡

15 日 水
ミニデイ（島尻）松岡
伝統文化学習の日・弁当の日

16 日 木 幼児歯科検診

20 日 月 ミニデイ（野甫）

23 日 木 ミニデイ（田名）上間

24 日 金 ミニデイ（前泊）上間

26 日 日 第 9 回伊平屋かかし祭り

29 日 水
海開き・ウェルカムイベント
昭和の日

　　　　　   第 53 回沖縄県知的障がい者  

       　 　 教育・福祉・就労研究大会  

　第 53回沖縄県知的障がい者教育・福祉・就労研究大

会が沖縄県総合福祉センターゆいほーるで行われ、伊

平屋村通所介護事業所「とらず園」で介助員として働

いている末吉沙衣さんが「支援学校卒業後のわたしの

生活と将来の夢」をテーマに、仕事の内容や仕事から

学んだこと、そして支援してくれた皆さんへの感謝の

気持ちを堂々と発表しました。

　末吉さんは、平成 29 年か

ら同事業所で介助員として勤

め、体操や食事の介助など

日々仕事に励んでいます。将

来はヘルパーの資格を取り、

元気で明るい介助員を目指し

頑張っています。

2/8

※広報いへや3月号人口動態に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
正　→　総人口：1,238（+7）/ 男 665（+2）/ 女 573（+5）/ 世帯数 594（+3）

 仲宗根トシエさん（田名区出身） 

　 「いきがいづくり」「健康増進」に尽力  

　平成 26 年度から、本村

ミニデイサービス島外派遣

講師として健康運動指導を

行い、地域高齢者の「いき

がいづくり」「健康増進」

に尽力なされている仲宗根

トシエさん（田名区出身）をご紹介。

　平成 9年度に沖縄県より保健師として本村へ派遣さ

れ、平成 20 年度には本村の委託保健師として保健事

業の基盤整備・推進に尽力

されてきました。退職後も

伊平屋村健康づくりの推進

に関わり、平成 27 年には

野甫区のミニデイサービス

立ち上げに多大なる貢献を

なされています。また、平

成 30 年には、厚生労働大

臣より公衆衛生事業功労者

として表彰され、本村のみ

ならず県内において健康増

進を推進し、さまざまな場

で活躍されています。

 「いきがいづくり」「健康増進」に尽力  「いきがいづくり」「健康増進」に尽力 

　2月 17 日、故）野甫武佑さんの香典返しとして、

妻の野甫勝子さんより伊平屋村育英会へ寄附金が

贈られました。野甫さんありがとうございました。

育英会へ寄附　ありがとうございました。


